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５／１８（土） 春季大運動会「よく走り，よく踊り，
よく歌い，よく働き，頑張りいっぱい」の一日でした！
さらに，後片付けのご協力ありがとうございました。

晴天に恵まれ，春季大運動会がご家庭の皆さん，地域の皆さんなど多く

の方においでいただき「燃える太陽 輝くイナズマ ゴール目指して 突き進め！」
のスローガンのもと熱気あふれる一日となりました。約２週間という短い期間でし

たが子ども達の「よく走り，よく踊り，よく歌い，よく働く」姿があふれる運動会
でした。特に１年生は入学後間もない中での運動会の練習は大変だったと思います。

当日は１か月前とは見違えるすばらしい演技が見られました。また，高学年の子ど
も達は係の仕事と演技の両方で息つく暇がなかったですがよく頑張った姿は，とて

も頼もしく嬉しく思いました。集団行動の大切さと難しさ，友だちとの協力など体験を
通してたくさんのことを学び，今後の生活に生かしてほしいものです。また，運動会終了
後は，保護者の皆さんの温かいご協力のおかげで後片付けが早く終わり，本当にありがと
うございました。

スローガンの唱和 紅白玉投げ 障害走

低学年ダンス 盛り上がった応援合戦

閉会式終了後の応援団の写真撮影では，惜しくも負けてしまった紅組の応援団の涙にカメ

ラマンの方のレンズも曇ってしまいました。紅白ともに結果はともかく，全力で取り組み，ゴール

に突き進んだ熱い２週間でした。両チームに拍手を送ります。

徒競走 中学年ダンス 障害走

高学年組体操 騎馬戦

避難訓練５／２３（木）地震・竜巻などいざという時に備える

地震・火災を想定した訓練後に，こんな話をしました。

・東日本大震災から２年２か月，同じような地震や竜巻

などの災害がいつ起きてもおかしくない状況であること

・学校で起きるか，家で起きるか，一人の時に起きるか

わからない。大切なことは自分の命は自分で守れるよ

うに心構えや練習をしておくこと。

・地震などの災害が起きたときパニックにならないことが

大切。大きな声を上げたり，慌てて走り，人にぶつか

ったりすると自分だけでなく周りの人の命を危険にする

・「おかしも」を守って落ち着いて避難すること。

・休日や放課後に起きた場合は，皆さんが自分で判断し

小さい子やお年寄りを助けることになるかもしれないこと

・普段の生活で「自分で考え正しい行動ができる習慣」や

「人の話をきちんと聞ける習慣」を，みなさんがしっか

り身に付けることが何より大切であること。

・これからの学校生活の中で「人の話をしっかり聞くこと」

「廊下を走らないこと」を心がけてほしいこと。

おしゃべりもほとんどなく避難開始から点呼終了

まで５分もかからずスムーズな避難ができました。


